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《本文》 
 

「『剣の理法』とは、気剣体一致した打突を生み出すために心法・刀法・身法 
 
を一体としてはたらかせる理にかなった方法のことである。」 
 
《補足》 
「気剣体一致した打突は、心法（心のはたらき）と刀法（刃筋・物打・鎬な 
 
どが機能する刀・木刀・竹刀の適正な操作）と身法（体勢・体さばきなどの 
 
身体の運用）とが一体となっているものである」 
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